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畜産の祭典 

第 16回岡山県畜産共進会 和気郡和気町で開催 
 

 畜産の“お祭り”として毎年秋に行なわれる県畜

産共進会が、今年も第 16回目として去る 10月 10日

から 13日までの４日間岡山県主催、岡山県畜連岡山

県酪連共催のもとに和気郡和気町で盛大に開催され

た。 

 昨年の共進会は、和牛は新見市で、乳牛は津山市

でそれぞれ別々に開催されたが、本年は和牛・乳牛

に２部門を合わせて行なわれ、和気家畜市場を第１

会場に、県立和気高校を第２回上（審査会場）とし

て実施された。 

会期中の４日間は辛い好天候に恵まれ、いよいよ発

展を続ける家畜界を反映して一般の関心も高く、一

段とレベルの上った優良牛多数が出品され、参観者

の人気を集めた。 

 またこの期間中には、地元の共賛による、和気町

内や会場付近での色々な展示会、即売会、和気町お

どりなどの共賛行事が次々に行なわれ一層の光彩を

添えた。 

 第１日目の 11 月 10 日は、まず午前８時から出品

牛の測尺に始り、午前 10 時から第１会場で主催者、

地元関係者、出品者、来賓など多数が出席して開会

式が行なわれた。 

 開会式は、会長ならびに共賛会長の挨拶の後、審

査方針の説明、審査員の紹介、優勝旗の返還等が行

なわれ、次いで、正午から第２会場の和気高校々庭

で総体審査が開始され、いよいよ共進会の幕が切っ

て落された。午後もこれに続いて乳牛、和牛別に個

体審査が行なわれた。 

 第２日目の 11日は、午前９時から和気高校々庭の

審査会場で乳牛、和牛部門別に第１次の比較審査、

午後も引続いて第２回の比較審査が行なわれ、好天

のもと県下各地からの参加者が熱心に見守る中で終

日慎重に審査が続けられた。 

 この日は午後１時から共賛行事として、地元婦人

会の和気町おどりが華やかな衣装で町内を練り歩き

衆目をうばった。 

 次いで 12日には、この日も好天に明けた朝９時か

ら、審査会場においてはさらに和牛乳牛の部門別に、

出品者の一喜一憂する中に熱心に比較審査が続けら

れた。 

 一方第１会場では午前 11時から、農林省農業技術

研究所檜垣技官から「最近の酪農事情と２～３の問

題」と題しての記念講演が行なわれ、会場を埋めた

聴講者一同は酪農に対しての認識を新たにした。 

 さらに審査会場では午後２時からいよいよ上位入

賞牛に対して参観者の拍手のうちに１頭ずつ審査員

の手によってブルーリボンが贈られ、次いで全入賞

牛に賞旗が贈呈され、傾き始めた秋陽のもとに出品

牛が一きわ輝き、正に出品者にとって１年間の苦労

が報いられた感激の一時で、共進会行事のうちでの

圧観であった。 

 続いて和牛、乳牛の順に上位入賞牛についての個

体別の解説が行なわれ、和牛は登録協会岡山県支部

長の藤井審査員から、乳牛は農林省の檜垣技官から

それぞれ逐一懇切丁寧な説明があり、意欲にもえる

出品者、参観者多数が共どもに最後まで熱心に聴入

っていた。 

 またこの日は共賛行事として、午前９時から陸上

自衛隊音楽隊の町内行進や和気小学校での演奏会が

行なわれ、午後２時から和気高校音楽部による演奏

会、さらに審査会場横の吉井河原の陸上自衛隊姫路

特科連隊兵器展示場からは、大砲の空砲発射が行な

われ、お祭り気分が一層盛り上げられた。 

 明けて14日は最終日を迎え秋晴れの審査会場に午

前９時から入賞牛の展示が行なわれ、続いていよい

よ最終行事として同会場に設けられた式場で、午前

10時 30分から褒賞授与式が挙行された。式には県関

係のわけ農林事務所長、蔵知畜産課長始め、県議会

関係、その他来賓、出品者ら多数が出席し、開式に

次いで畜産共進会長挨拶（知事代理桐山和気農林事

務所長）、続いて蔵知審査長からの審査報告が行なわ

れ。さらに山田県議会議長はじめ地元関係者からの
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来賓の祝詞および祝電披露があった後、入賞者に対

して和牛、乳牛別に褒賞授与が行なわれ、優勝団体

に対しても優勝旗が贈られた。 

 また同時に永年件畜産界に功労のあった別掲の各

氏に知事表彰および感謝状の贈呈が行なわれ式を終

り、４日間にわたった昭和 35年度の県畜産共進会の

幕を閉じた。 

 

会長の挨拶 

岡山県知事 三木 行治 

 稔りの秋を迎え、しかも６年続きの大豊作を約束

されまして皆様と共々に心の奥底から喜びを感ずる

次第であります。 

 このようなとき、備前の名勝地和気町におきまし

て第16回岡山県畜産共進会が開催されますことはま

ことに意義深く時宜を得たものと存じます。 

 今や畜産が農業振興の担い手として、大きな期待

がかけられておりますとき、本県畜産の双璧でもあ

ります、和牛乳牛の精粋を一堂に集め、その壮容に

接しますことは、まことに誇らしく力強い限りであ

ります。 

 幸い、本県の畜産も皆様の御尽力によりまして躍

進に躍進をつづけてまいっておりますが、畜産の前

途が洋々としていれば、それだけ、今後も決して楽

観を許されないものでありまして、私どもはこうし

た催しを通じて、更に生気を奮い起し、明日の畜産

振興への源泉といたしたいものであります。 

 どうかこのような意味におきまして本共進会が和

やかで、真に意義のある催しとなりますよう念願す

る次第でございます。 

 

審 査 報 告 

第 16回、岡山県畜産共進会の審査が無事終了いたし

ましたので、ここに審査の概評を申しのべます。 

 

第１部 黒毛和牛種々牛 

１、出品資格と出品区分 

 出品牛は、すべて、県内産のもので、昭和 34年６

月10日までに生まれた黒毛和牛種登録規程による登

録牛または、登記牛で、父母、祖父母ともに登録牛

であるものに限定されております。 

 なお、雄におきましては、岡山県優良種雄牛生産

育成要領による認定牛とされております。 

 このような、出品資格により、出品数は、雄 22頭、

雌 83頭となっております。 

２、審査方針 

 全国和牛登録協会の黒毛和種審査標準に準拠して、

あくまでも現状によって比較審査しました。 

 特に本県産牛の特色として、その美点とされてお

りますところの「体のしまり、資質、肢蹄のよいこ

と」などは、更にこれをのばす反面、欠点とされて

おりますところの「均称、体積（特に中軀ののび）」、

腿の充実、乳徴などにつきましては、一段と改良を

促進するという意味で、これらの点を重視して審査

しました。 

３、一般概況 

 出品を総覧しますと、いずれ务らぬ優秀なものが

揃い内容が充実して、優务の差が極めて接近して来

たことは、本県産牛の改良の水準が全般として、向

上していることを示すものとして、誠によろこびに

堪えません。 

 ただし、今なお育成地の違いによる出品の較差が

相当あるようで、この点早くすべてのものが高い水

準へ足並みを揃えることが望まれます。今少し具体

的に申しますと、特に早熟にして、緊りのある、中

軀のよく充実したものが多く背腰、胸、肩などにお

いては、難のあるものが少なくこれらは共通の美点

として挙げられましょう。しかし反面において、更

に改良すべき点を申しのべてみますと、後軀の状態

ことに、尻や、腿の充実を欠ぐもの、被毛があらく

皮膚にゆとりのないものが多いようで、このほか、

従来、優れた点とされていた肢蹄に不満足なものが

散見されたことも、注意を要する点と思われます。 

 つぎに出品区分別に概評しますと雄牛は、遺伝的

に優良なものとして、認定された 22頭でしたが、発

育均称よく、品位に富み、特に背腰、肋腹など中軀

のよいことは、共通の美点でした。しかし一般に育

成管理の点からか、雄としてはやや体積のとぼしい

ものがあり、また、被毛皮膚、骨の緊り、肢蹄など

に更に改善を要するものを見受けました。平素の飼
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育方法について良質の粗飼料の利用がまだ不充分で

はないかと考えます。 

 つぎに、２才雌牛は、出品総数、53 点で、いずれ

もよく揃い、優良なものが多かったことは心強く感

じました。特に発育、均称よく、品位に富み、体も

よく緊実し、中軀の形状などは、殆んど難点がなく、

資質も非常に改良のあとがうかがわれましたが、尻

の形状、下腿の肢蹄にいくらか不満を感じました。 

 ３才雌牛は 30頭でして、ほぼ成熟に近いものがあ

りますが、これらは何れも極めてよく斉一し、この

ため個体差が非常に認め難い状況でした。 

 特に発育がよく標準の中以下のものは殆んどあり

ませんでした。 

 体型的にも、中軀の形状よく、体積に富み、背腰、

肋腹、品位などは共通の美点として挙げられました

が、反面胴のびや後軀の形状、肢蹄などについて更

に改良を要するものと思います。 

４、短  評 

 次に上位入賞牛について短評を試みますと、先ず

雄の１号牛は、阿哲郡産ですが、均称もよく、品位

に富んだもので、これを１等賞の首位に推しました。

しかしこの牛については、全体に体巾に乏しく、腿

の充実も不足の嫌いがあり、種雄牛として今少し

堂々たるところがほしいと思われ、この点惜しまれ

てなりません。 

 14 号牛は、真庭郡産ですが、発育がよく、体積も

充分で、資質の優れたもので、これを二席にしまし

たが、肩があらく、前肢の肢勢がよくないところは

惜しい点でした。 

 ７号牛は、新見市の産ですが、資質のよい胴のび

のよい牛で、三席に推しましたが、体積、殊に胸の

深み、中軀の容積の不足していることは遺憾な点で

した。 

ついで２才雌において、まず 35号牛は、真庭郡産で

すが発育のよい均称、体積に優れた、品位や次質の

よいものと見受けましたので、これを一等賞首位に

推しましたが、欲を云えば腿の充実が今少しほしい

点です。66 号牛は、真庭郡産で、吉備郡から出品さ

れたもので、極めて体積に富み、資質も優れたもの

で、二席にしましたが、後軀と肩にやや難点がある

ように見受けました。 

 つぎに 62号牛は、真庭郡産のもので、発育がよく

中軀の優れたもので三席にしましたが、後軀、十字

部、腰角、被毛の質にやや難点が見られました。 

 つぎに３才雌について94号牛は阿哲郡産で発育良

好、極めて品位に富み、均称よろしく、肋腹、背腰、

体の緊りの誠に優れた牛でこれを一等賞の主席とし

ましたが、ただ惜しむらくは、皮膚の色が幾分褐色

であり被毛がやや粗らいことが挙げられます。 

 101号牛は真庭郡産で上房郡からの出品ですが、発

育良好、均称よろしく、中軀の優れた牛で二席に推

しました。難点は十字部に平直さを欠ぎ、顔、角か

ら受ける品位に乏しいことを認めました。 

 100号牛は真庭郡産のもので発育良好、品位に富み、

背腰、胸は今回の出品牛中特に優れた牛で三席にし

ましたが、後軀の形状、腿や下膁部の充実などに難

点を認めました。 

 102 号の牛は新見市の産で御津郡からの出品です

が、発育良好に富み、前、中軀の形状、背腰、肋腹、

緊りなどの優れた牛で四席にしましたが、反面肢蹄、

歩様、後軀にやや不備な点を認められました。 

５、将来改良を要する点 

（１）従来から本県三牛の特質でありました体のし

まり、資質、骨、角、肢蹄は一段とよくなって

まいりましたが、なお被毛、皮膚の優れたもの、

早熟なものへの関心を深めたいと思います。 

（２）均称、体積の中、特に中軀の伸びはなお充分

とは言えないので、更に改善していただきたい

と思います。 

（３）後軀は従来本県の牛の美点としていましたが、

今回の出品牛には欠点として挙げられるものが

多かったことは誠にいかんなことと思われます。

腿の充実を含めて特に改善すべき点と思います。 

（４）最後に指摘した点は種牛としての飼養管理に

ついて、早熟性を高めようとするの余り濃厚飼

料に頼りすぎてむしろ過肥に陥ちいり、種牛と

しての能力をうたがわれるような牛を見受けま

したが、経済動物としての見地から、より進ん

だ科学的飼養管理をしていただきたいと想いま

す。 

６、各郡市別短評 

 終りに各郡市別に出品牛の短評を試みると次のと
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おりであります。 

真庭＝12 頭という多くの出品でありながら、優秀な

ものがよく揃い特に雌がよく、発育、均称、体積と

もに他を抜きんでていた事は誠に心強いものがあり

ました。 

阿哲＝多くの雄を含む出品は一般に体よく賢実し、

前中軀の優れたものでしたが、後軀、体の伸びに難

点が認められ、稍不揃の感が見られた事は将来一考

を要します。 

吉備、総社、御津＝何れも伝統の育成技術を充分に

発揮して、優秀牛を揃えて出品された事に対して敬

意を表します。 

 しかし一部において、過肥のもの、肢蹄の弱いも

の等が認められました。 

津山、苫田、勝田、久米＝出品が稍不揃で、体形、

資質について斉一が望まれます。 

 本県主要の生産地として、種雄牛の選定と育成、

管理についても一考をわずらわせたいと思います。 

英田＝僅か２頭の出品ではありましたが、育成技術

も改善され例年に見ないすぐれたものが出品されて、

力強く感じました。 

都倉＝今回の出品は不揃いで均称、体各部の移行な

どに問題点が認められた事はこの地方が優れた育成

地であるだけに将来の奮起を要望します。 

その他県南部の育成地域＝一般に資質、体積につい

てはよく選定され、努力の後が見られますが、育成

技術において未だ研究、努力を要する点が認められ

ました。 

 一部において過肥のもの、体のしまりのないもの、

肢蹄の弱いもの等が認められました。 

 

第２部 乳用種々牛 

１、出品資格及び出品区分 

 今回の出品資格につきましては、昭和 34年６月 10

日までに生まれたものでありまして、未経産の部 29、

経産 17、計 46点でありました。 

２、審査方針 

 乳牛は日本ホルスタイン登録協会のホルスタイン

種体格審査標準に基づき、特に次の点に重点をおい

て審査いたしました。 

（１）体質強健なこと、特に胸、肋腹が充実し、肢

蹄の強いこと。 

（２）乳器のよいこと、特に付着、形状、並びに乳

頭のよいこと。 

３、一般概況 

 審査は未経産、経産に分けて実施いたしましたの

で、各部についての概評をつぎに述べてみますと、 

（１）未経産の部 

 今回の出品牛は、発育、栄養がよく、また前年

に比べて体型、資質も共によくなっておりまして、

体積のある力強い牛が多かったことは飼養管理、

殊に育成技術の向上の跡が認められました。 

 体型で申しますと、殊に肩の状態がよく、背腰

が強く、中軀がよく充実しておりました。また乳

器 では全般に質がよろしく、前乳房の付着がよ

くなっておりました。しかしながら欠点と認めま

すのは、一般に品位に乏しく、前軀および後軀の

形状の悪いもの、および下膁部の充実していない

ものが多く見受けられました。また肢蹄の弱いも

のが多く、神経質なものを見受けましたが、これ

らは将来、管理の向上によって改善できるものと

存じます。 

（２）経産牛の部 

 経産牛は一般に前回に比して、体型、資質とも

に向上しておりまして、優务の差が少なくなって

おります。特に美点としましては体型のうちで前、

中軀、体上線がよく、全体のつりあいがよくなっ

ております。また乳房の付着、形状並びに乳静脉

がよいと認められます。 

 しかし詳細にみますと、産次を重ねたものは肩

付がゆるく、肩端の突き出したもの、乳房の形状

がくずれたもの、肢蹄の弱いものがかなり見受け

られましたことは、飼養管理技術の原因と思われ

ますので、将来これらの点に御留意願いたいと思

います。 

４、将来改良上留意すべき点 

 以上を総合いたしますと、将来次のような点を注

意の上改良願いたいと思います。 

（１）種牡牛を選択し、計画的な交配によって体積

なり、乳牛の特性を具えた牛を作り出すことが

大切であります。 

（２）特に後軀の形状をよくし乳器の状態を改良す
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ること。 

（３）育成技術を更に向上して、良質の粗飼料をも

って肋腹を充実し、また運動の励行により、強

健で持久力があり、また温順な乳牛を作るよう

一層努力を願いたいと思います。なお上位入賞

牛についての短評は次のとおりであります。 

５、擬  賞 

審査にあたりましては審査員が慎重に審議しまし

た結果 

第１部         第２部 

黒毛和種々牛の部    乳用種々牛の部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を選抜擬賞いたしました。 

謹んで褒賞の授与を申請いたします。 

 

昭和 35年 10月 13日 

第 16回岡山県畜産共進会 

審 査 長 蔵   知  毅 
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郡市別出品点数表（和牛・乳牛） 

 

 

和牛郡市別授賞点数表 

 

 

乳牛組合別授賞点数表 
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黒毛和種々牛 １（等賞） 

 

 

ホルスタイン種々牛（１等賞） 
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団 体 優 勝（和 牛） 

優 勝  第 16回岡山県畜産共進会優勝旗 

阿哲畜産農業協同組合連合会 

優 勝  岡山県畜産農業協同組合連合会優勝旗 

優 勝  岡山県家畜商協会優勝旗 

吉備畜産農業協同組合連合会 

 

団 体 優 勝（乳 牛） 

優 勝  第 16回岡山県畜産共進会優勝旗 

優 勝  岡山県酪農農業協同組合連合会旗 

優 勝  岡山県酪農農業協同組合連合会優勝盃 

旭東酪農農業協同組合 

 

畜産功労者表彰 

岡山県知事表彰状 

和気郡  遠 藤 純 三 

笠岡市  船 橋 恭四郎 

阿哲郡  宮 崎 宗 雄 

 

岡山県知事感謝状 

御津郡  青 井 金 三 

赤磐郡  羽 原 久 夫 

邑久郡  牧 野   勉 

小田郡  松 岡 鎮 馬 

高梁市  犬 間 彦一郎 

高梁市  尾 坂 武 一 

勝田郡  里 見 義 雄 

久米郡  甲 本 憲 義 

 

岡山県第 16回畜産共進会 

役 職 員 

会   長 

岡 山 県 知 事  三 木 行 治 

副 会 長 

岡山県農林部長  荒 木 栄 悅 

協賛会長 

和気町長 今田 淳 

協賛会副会長 

赤磐郡畜産会長  松 田 忠 義 

和気郡畜連会長  小 野 田 寛 

和気商工会長  寺 沢 静 人 

赤磐郡町村長会長      金 光 謙 一 

和気郡農協組会長協議会長  福 原   勝 

赤磐郡農協組合長協議会長  内 田 定 一 

 

後援会長 

岡山県畜連合会長  大 河 寅 藏 

後援会副会長 

岡山県酪連副会長  流 鄕 章 雄 

岡山県畜連副会長  中 塚 智 雄 

審 査 員 

審 査 長 

岡山県畜産課長   藏 知   毅 

審査顧問 

農 林 技 官   桧 垣 繁 光 

審査員 

乳牛部長酪農試験場長  加 本 一 久 

畜産課経営係長     花 尾 省 治 

畜 産 課 技 師     竹 原   宏 

酪農試験場業務主任   上 原 茂 喜 

酪農試験場技師     多 田 昌 男 

酪農試験場蒜山分場長  今 本 香豆彦 

農業改良課技師     岡     秀 

県酪農業務課長     松 田 嘉三次 

審 査 長 

岡山県畜産課長     蔵 知   毅 

審 査 員 

和牛部長和牛試験場長  林  正 夫 

畜産課畜産係長     宇 野   仁 

畜産課草地係長     中 島 大 二 

畜 産 課 技 師     渡 辺 明 喜 

和牛試験場技師     嘉 寿 頼 栄 

和牛試験場技師     梶 並 嘉 芳 

全国和牛登録協会県支部長   藤 井 英一郎 

全国和牛登録協会技師  入 江 文 博 

全国和牛登録協会技師  柳 井 智 道 

県畜産会事務局長    佐 野 正 民 

事務委員長 

和気農林事務所長    桐 山 涵 一 

事務副委員長 

岡山県畜産課長補佐   西 井   岐 

出 品     田 辺 十三雄 

審 査     渡 辺 滋 樹 

和気農林事務所農務課長 川 西   正 

事務主任 

運 営 進 行     遠 藤 純 三 

庶 務 会 計     宮 本 宣 明 
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会 場     万 代 節 郎 

放 送     平 尾 恵 策 

衛 生     石 井 敏 雄 

飼 料     矢 部 章 夫 

接 待     小 林 幸 恵 

宿 舎     橘     隆 

輸 送     山 本 賢 次 

広 報     児 島 真 二 

付 帯 事 業     村 上 健 夫 

 

畜産共進会共産行事 

行   事         日時・場所 

農 機 具 展 示 会  期 間 中 

金剛河畔 

畜 産 資 料 展 示 会  期 間 中 

金剛河畔 

郷土物産展示並びに即売  期 間 中 

昭和通り 

商 工 会 大 売 出 し  期 間 中 

町   内 

植木苗木展示並に即売会  期 間 中 

金剛河畔 

和 気 町 お ど り  11 日 

１時より 

町内行進 

自衛隊音楽隊演奏並びに行進 

12日９時より 

行進及び和気小学校で演奏会 

〃 12時より 

和気高校大演奏会 

自 衛 隊 信 兵 器 展 示 会  12 日 

９時より 

吉井河原
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